
　

津
軽
地
方
を
代
表
す
る
夏
祭
り
「
ね
ぶ

た
・
ね
ぷ
た
」
の
先
陣
を
切
っ
て
、「
つ
が

る
市
ネ
ブ
タ
祭
り
」
が
７
月
28
日
開
幕
し
、

勇
壮
な
ネ
ブ
タ
と
迫
力
あ
る
太
鼓
や
鉦
の

音
が
つ
が
る
の
夜
空
に
鳴
り
響
い
た
。

　

28
日
の
出
陣
式
で
は
12
台
の
ネ
ブ
タ
が

商
工
会
館
前
広
場
に
集
結
。
各
団
体
が
囃

子
や
踊
り
を
披
露
し
、
松
原
青
年
有
志
が

３
年
連
続
で
栄
え
あ
る
ネ
ブ
タ
大
賞
に
輝

い
た
。

　

29
日
の
喧
嘩
太
鼓
の
競
演
は
悪
天
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
が
、
翌
日
の
合
同
運
行

で
は
力
強
い
ネ
ブ
タ
が
街
を
練
り
歩
き
、

息
の
合
っ
た
囃
子
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊

り
が
観
衆
を
魅
了
し
た
。

かいこうよしつね　　 べんけい

上町佞武多会 「邂逅義経と弁慶」

製
作
賞

建
設
業
協
会
長
賞

創
作
踊
り
大
賞

商
工
会
長
賞

ネ
ブ
タ
大
賞

姉
妹
都
市
協
会
長
賞

囃
子
賞

流
し
踊
り
大
賞

すいこでん   はんずい こうそんしょう　いど

萢中ねぶた愛好会 「水滸伝 樊瑞、公孫勝に挑む」

市民ネブタ実行委員会 「武神  上杉謙信」
ぶしん　　 うえすぎけんしん

木作町内会 「紅葉狩」
もみじがり

りゅう こ   あい   う
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市
長
賞

市
議
会
議
長
賞

観
光
協
会
長
賞

えんのぎょうじゃ　ざ お う ご ん げ ん

横町町内会 「役行者と蔵王権現」
ちみもうりょうおにびきょうらんまい

劇団夜行館 「魑魅魍魎鬼火狂乱舞」
さるたひこおおみのかみあくりょうたいさんず

柏ネブタ会 「猿田彦大神悪霊退散図」

お お え や ま

有楽町町内会 「大江山」

かめがおかじょうもんじん　 くじら　たたか

千代町町内会 「亀ヶ岡縄文人  鯨と闘う」

まんじ しゃくじょう

田町町内会 「卍・錫杖」
しょうき

蓮沼ネブタ実行委員会 「鍾馗」

太
鼓（
た
い
こ
）

ネ
ブ
タ
囃
子
の
中

で
遠
く
か
ら
で
も

聞
こ
え
る
腹
に
響

く
音
で
す
。笛
の

音
と
あ
い
ま
っ
て

音
の
強
弱
が
さ
ら

に
祭
り
を
引
き
立

て
ま
す
。

笛（
ふ
え
）

七
節
か
ら
な
る
、哀

愁
を
帯
び
た
笛
。

ネ
ブ
タ
囃
子
の
重

要
な
メ
ロ
デ
ィ
部

分
で
す
。美
し
い
音

色
を
会
得
す
る
に

は
日
々
の
稽
古
が

大
切
で
す
。

曳
き
手（
ひ
き
て
）

重
い
ネ
ブ
タ
を
右
に
左

に
曳
く
人
た
ち
。く
る
っ

と
回
っ
て
み
せ
た
り
、ぴ

た
っ
と
観
客
の
前
で
止

め
た
り
、自
由
に
ネ
ブ

タ
を
操
作
し
ま
す
。

手
振
鉦

  （
て
ぶ
り
が
ね
）

「
ジ
ャ
ガ
ネ
」と
も

言
わ
れ
る
手
振
鉦
。

ネ
ブ
タ
囃
子
の
重

要
な
囃
子
の
一
つ
。

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
子

ど
も
か
ら
大
人
ま

で
鳴
ら
し
続
け
ま

す
。




